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や下回りました。今までは記述問題に課題がありまし

たが、今回、記述問題でも全国平均の正答率を上回る

問題がありました。また、無解答率は低く、どの問題

にも積極的に取り組めました。漢字を書くことはよく

できていますが、主語述語の関係を問う問題について

は、課題があります。

（算数）

全国平均正答率と比較して、算数は全国平均並でし

た。正答率が全国平均を大きく下回ることはなく、直

角三角形の面積を求める問題など、全国平均を上回る

問題もありました。国語同様に記述問題でも全国平均

の正答率を上回る問題がありました。また、無解答率

１０月に緊急事態宣言が解除され、自然学校、修学 も低かったです。

旅行を実施することができました。

私は、修学旅行に参加いたしました。子どもたちは ２ 学習状況調査の結果について

しっかり平和学習に取り組みました。そして、新幹線

やホテル、様々な観光地で、見聞きするものに対して

素直に喜んだり、驚いたりしていました。そんな子ど

もたちの姿を見て、修学旅行が実施できてよかったと

心から思いました。一生の思い出になるのではないで

しょうか。

１０月２８日、２９日のオープンスクールには、多

数の保護者の皆様にご参加いただきました。地区割り

や時間制限などでご協力いただきまして、ありがとう

ございました。密になることなく、参観していただけ

ました。長らくご覧いただけなかった、子どもたちの

ふだんの様子を見ていただくことができてよかったで

す。

さて、今回は全国学力学習状況調査の結果と学力向 前号でもお知らせしましたように、子どもたちの自

上プランについてお知らせいたします。 己肯定感に関する項目は、全国平均を上回っていまし

た。また、新しい学習指導要領が示す「主体的、対話

１ 学力調査の結果について 的で深い学び」に関する項目も高い数値でした。家庭

この調査の結果につきましては、子どもたちが身に での読書時間については課題が見られました。

つけるべき学力の特定の一部分であり、学校における 今後も、学校と家庭、地域が連携して、子どもたち

教育活動の一つの側面です。学力や学習状況を把握・ の力を伸ばしていきたいと考えています。

分析し教育活動の充実や学習状況の改善につなげてい 裏面に、本校の新しい「学力向上プラン」を載せて

きたいと考えています。 います。ご一読いただき、今後もご協力をよろしくお

（国語） 願いいたします。

平均正答率は、全国平均正答率と比較して、国語はや
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（質問番号）質問内容 肯定的な
回答（％）

（１）朝食を毎日食べている ▼92.5
（５）自分には、よいところがあると思う 88.3
（７）将来の夢や目標を持っている 82.5
（１１）いじめは、どんな理由があってもいけないこと 97.5

だと思う
（１２）人の役に立つ人間になりたいと思う 96.7
（１７）家で自分で計画を立てて勉強をしている 78.3
（１８）平日の授業時間以外の学習時間 70.8

（１時間以上）
（２１）平日の授業時間以外の読書時間 ▼34.2

（３０分以上）
（３２）授業で、話の組み立てなどを工夫して発表し 65.8

ていたと思う
（３３）授業では、課題の解決に向けて、自分で考 85.0

え、自分から取り組んでいたと思う
（３７）話し合う活動を通じて、自分の考えを深めた 88.4

り、広げたりすることができていると思う
▼は全国平均を下回った回答


